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研究成果の概要： 
東北大学植物園所蔵のさく葉標本・木材標本・資料等を活用して、遺跡出土植物遺物、特に樹

木について古植物学、年輪年代学および分子系統学等の研究拠点を形成した。その成果は多岐

にわたるが、特に 1）遺跡出土材の樹種データベース作成、2）スギおよびヒバの樹木年輪標準

暦作成、3）日本・中国・韓国のウルシの DNA の分子系統解析、があげられる。これらについ

ては順次論文、植物園 HP 等により公表していっている。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 19,200,000 5,760,000 24,960,000 

2006 年度 8,800,000 2,640,000 11,440,000 

2007 年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 

2008 年度 4,100,000 1,230,000 5,330,000 

  年度  

総 計 36,900,000 11,070,000 47,970,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：文化財科学・文化財科学 
キーワード：考古植物学 DNA 解析 年輪年代学 樹種同定 データベース ウルシ スギ  
 
１．研究開始当初の背景 
 考古学は，常に変動する地球環境の中で人
類が生活し，社会を作り，文化をはぐくんで
きた人類史を明らかにする総合科学である．
近年，自然科学的手法の積極的な導入による
新たな知見の蓄積はこの人類史解明に多大
な貢献をしてきたといえるだろう．しかし，
それらの手法の多くは考古学プロパーの研
究者には手に余るものであり，それぞれの専
門家にゆだねられて来たが為に，考古学専門
家サイドでは結果のみを追い求め，その原理，

データが得られる過程には無頓着になり，そ
の帰結として，得られた結果に考古学的視点
から矛盾が来した場合には，甚だしくは，そ
のデータを出した「自然科学的分析」をおこ
なった専門家を，「信じるか，信じないか」
という観点で，その結果の評価を行うような
ことが現実に起きていた．一方，「自然科学
的分析の専門家」の方では，考古試料のみを
対象とした分析手法に片寄ることにより，そ
の手法の基盤となる広範な基礎資料の収集
を怠り，その結果，極めて歪んだ「分析結果」



を提供することにより，考古学の発展に寄与
する目的が，それをゆがめ，甚だしいときに
は人類史理解を阻害する結果も生まれてい
た． 
 研究代表者は 30 年以上にわたり，遺跡出
土木材の研究を続けてきているが，その基礎
となってきたのは，樹木の成長と木材組織の
形成，樹木の生理・生態，組織構造の変異に
関する基礎知識と研究，そして出土材と対照
のための広範な木材標本のコレクションと
文献資料の存在にある．これは木材に限らず，
遺跡出土生物資料を同定し，それによって考
古学・人類史研究に寄与しようとするすべて
の分野に共通のことであるが，現状において
それが充分に満たされている研究者・研究機
関はけっして多くない．特に近年に発生，発
展した研究分野・研究手法においてははなは
だ不十分なものが多くある．これまで，これ
らの研究は，多くは研究者個人の資質の上に
成り立って展開されてきており，研究機関が
組織として研究を推進してきたものは希で
ある．その結果，研究者の引退によりそれま
で蓄積されてきた試・資料が充分活かされる
ことなく埋もれていってしまったことを何
度も経験してきた状況にあった。 
 
２．研究の目的 
この研究では，これまで個人で行われてきた
考古植物学的研究を，東北大学理学研究科附
属植物園という組織として行い，その研究に
用いられた試・資料を組織として保存し，ま
たそれらを電子情報データベースとして研
究者に公開する考古植物学(Archaeological 
Botany)研究の拠点を形成することを目標と
した．もちろん，考古植物学研究はたいへん
多岐にわたり，限られた人数と年限でその全
てにわたり研究を展開できるわけではない．
この研究計画では次の 3 点に焦点を絞り，本
研究計画参加者とその所属する研究機関と
で有機的なネットワークを形成しておこな
うこととした．第一の点は遺跡出土木材の収
蔵資料の整理公開， パソコンを用いた樹種
同定システムの開発と同定結果のデータベ
ースネットワークの構築と公開である．第２
の点は樹木年輪年代学のデータ集積拠点形
成と考古学的に重要な樹種の標準暦年代（マ
スタークロノロジー）の作成と公開である．
第三の点は，遺跡出土植物遺体（種子，果実，
木材，花粉）の DNA 解析による植物種同定シ
ステムの開発である． 
 
３．研究の方法 
 この研究では東北大学農学研究科付属農
場，森林総合研究所木材特性研究領域と密接
なネットワークの下で，東北大学理学研究科
附属植物園を考古植物学研究の基礎資料を
備えた研究拠点に育て上げることを主眼と
した．そのために、1）北海道から九州、沖
縄、および韓国での現生樹木のさく葉標本お

よび木材標本の蒐集とその DNA 試料（シリカ
ゲル乾燥試料等）作成、2）植物園収蔵遺跡
出土木材組織プレパラ−トの整理とそのデー
タベース作成・公開、3）森林管理署等の協
力による東北地方の主要樹種であるスギお
よびヒバ（ヒノキアスナロ）の現生樹木年輪
資料（樹幹円盤）の蒐集とその年輪測定・解
析、4）青森県、秋田県等の教育委員会等の
協力による東北地方の遺跡出土スギ、ヒバ等
の樹木年輪資料の調査とその年輪測定・解析、
5）日本の考古学上重要な樹木種であるクリ
とウルシを中心に、日本・韓国・中国の現生
樹木からの DNA 試料の蒐集とその解析、を中
心に行った。 
 
４．研究成果 
 
考古植物学研究拠点の根幹をなす現生植物
資料標本コレクションを充実させた。特に、
木材標本に関しては、森林総合研究所等と共
同して、この研究期間中に新たに 80 科 213
属 482 種 1375 個体の木材標本を蒐集し、こ
れらを材鑑標本として収蔵すると共に、その
大部分について、木材組織プレパラートを作
成した。また、木材採集時に同時に証拠さく
葉標本および DNA解析用シリカゲル乾燥試料
も確保した。一方、植物園研究室にこれまで
集積されている遺跡出土木材の樹種同定を
行った組織プレパラ−トの整理を行い、その
総数が北海道から沖縄県までの全都道府県、
それに中国、韓国の試料も加え 10 万点を超
える数があり、これらについてエクセルファ
イルにおいてファイル形式データ形式の統
一を行い、また、過去に電子情報化されてい
ないデータについては再入力を行って、すべ
て電子データとして利用できる形にした。こ
れについては現在どのような形で公表でき
るか検討中である。 
 クリは縄文時代で食料および木材資源と
して最も利用されていた樹種である。ひとつ
には、大量の木材消費と食糧資源としてのク
リの実の確保がどのようなメカニズムによ
って両立したのかを明らかにするために、雑
木林におけるクリの伐採を行い、クリ資源の
再生過程を群落生態学的に追跡するための
実験区を設定した。これについては、現在な
お追跡調査中である。 
また、クリの縄文人による利用文化の発生と
伝播とクリ自体の人間による移動の実態を
明らかにするため、クリの北限地である北海
道小樽市から南限地の九州鹿児島県までの
96 集団、それに韓国の 3 集団を加えて合計
99 集団から 3870 個体を蒐集し、SSR マーカ
の開発とそれを用いた集団遺伝的解析を行
った。その結果、クリは、道南地方の集団（I）、
道南から本州、四国、中国地方の集団（II）、
それに中国地方西部、九州、韓国の集団
（III） ,の大きく 3 つのクラスターに分か



れることが判明した。II の集団が最も広範で、
更に 3 つの亜集団に分けることが出来た。こ
の結果を更に解析した結果、II と III の集団
はかなり古くから分離していたこと、Iは II
の集団が持つ変異のごく一部しか持たない
シンプルな構成で、アサインメントテストの

結果から、北東北の集団が、縄文人により北
海道に持ち込まれた可能性が強く示唆され
た。これらの結果については現在論文執筆中
である。 
 
 漆はウルシ科の漆という樹木の樹液を塗
料としたものであり、東亜の樹木利用文化を
特徴付ける大きな要素である。しかし、日本
にはウルシの自生はないとされ、何時の日か
日本にウルシ利用文化と共に持ち込まれた
と考えられている。ところが、考古遺物とし
ての漆製品は北海道函館市柿島 B 遺跡から
出土した装飾品が縄文時代早期（約 9000 年
前）のもので、世界で最も古いもので、中国
の最古の漆製品は 7500 年、韓国ではたかだ
か 2000 年前くらいである。このことから、
本当にウルシは中国あるいは韓国から来た
のか、それは何時のことであったのかは考古
植物学の大きな問題点であった。そこで、本
研究では、中国および日本の新石器時代の漆
製品の木胎の樹種を調べると共に、日本にウ
ルシの遺伝的変異を調べ、その変異を持つも
のが何処に由来するのかを分子系統学的に
明らかにする目的で、日本・中国・韓国から
ウルシ 460 個体、ハゼノキ（アンナンウルシ

2 個体含む）501 個体,ヤマウルシ 37 個体、
ヤマハゼ 36 個体、ツタウルシ 4 個体、ヌル

デ 21 個体、合計 1059 個体を蒐集し、その DNA
を解析した。その結果、ウルシはウルシ属の
他の類似種で日本にも自生しているハゼノ
キ、ヤマハゼ、ヤマウルシ、ツタウルシの各
種から明確に区別されること、ウルシの種内
には解析に用いた範囲内で、湖北省、河北省
に見られる「湖北河北省型」、浙江省と山東
省に見られる「浙江省型」、そして日本、韓
国、遼寧省、山東省に見られる「日本型」の
3 つのタイプの変異があることがわかった。
この範囲では，もし、日本のウルシが中国か
ら来たものならば山東省がその候補地にな
ることを示しているが、これを跡づける山東
省の資料は少量であるため、更なる解析を継
続する必要があると考えている。 

 年輪年代学研究において、年代測定、古気
候復元の基盤となるクロノロジーの構築を
現生木および出土木材・古材の両面から進め
た。対象は、東北地方の主要樹種であるスギ、
ヒバを中心とした。 
 現生材では、秋田県内の森林管理署の協力
を得て、樹齢 200 年以上の秋田スギ老齢木を
4 カ所の地点より計 80 点を収集した。これら
の年輪幅を計測し、1729～2006 年までの信頼
性の高いクロノロジーを構築することに成
功した。このクロノロジーについて年輪気候
学解析を行い、1784～2003 年の秋田の 4月の
平均気温を復元した。この成果について現在
論文執筆中である。また、太平洋側の仙台で



は、東北大学植物園にある仙台城二の丸スギ
並木の老齢木 13点よりコア試料を採取して、
クロノロジー（1657～2007 年）を構築してい
るが、さらに試料を増やす必要がある。また
同所ではアカマツ材 89 点も収集し、1876～
2005 年までの年輪幅クロノロジーも構築し
ている。一方、ヒバは、青森県下の森林管理
署の協力を得て、老齢木 146 点の円盤試料を
収集した。これらの年輪幅、年輪内密度を計
測し、1715～2003 年までの信頼性の高いクロ
ノロジーを構築し、一部について、結果を公
表した。以上のように、長期クロノロジーの
構築の起点となる現生木クロノロジーの整
備、各樹種の年代測定能力の評価について十
分な成果を挙げたといえる。 

   
 出土木材については、東北各県および東京
都の教育委員会、埋蔵文化財センター等の協
力を得て、多くの試料を収集した。例えば、
青森県からは十三湊遺跡、近野遺跡など 87
点をこえるヒバ材、秋田県からは、払田柵遺
跡など、150 点以上、山形県からは 40 点以上
のスギ材試料を収集し、計測を行った。また、
東京都からは、弥勒寺跡遺跡などから 145 点
以上のサワラ材を収集し、併せて計測を行っ
た。古材についても、廃棄建造物や各地の寺
社、京都大学生存圏研究所が所蔵する古材を
収集し、190 点以上計測した。これ以外にも、
遠山川埋没林（長野）や猿が森埋没林（青森）
で調査を行い、多くの試料を収集した。その
結果、各遺跡、建造物によっては暦年代がつ
かないフローティングクロノロジーを構築
することに成功した。しかし、森林荒廃が原
因とみられる近世の試料不足のため、各クロ
ノロジーの暦年代が得られておらず、公表に
は至っていない。そのため、今後さらに試料
の収集と計測が必要である。 
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